
2024 年 12 月 22 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕前第 1 主日・ｱﾄﾞｳﾞｪﾝﾄ第 4 主日/クリスマス礼拝/聖餐式   No. 51 
 

主日礼拝   
 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「良い知らせをエルサレムに伝える者よ。 

声をあげよ、恐れるな 

ユダの町々に告げよ。 

見よ、あなたたちの神 

見よ、主なる神。」     (イザヤ書 40:9b-10a) 
 

点火 242「主を待ち望むアドヴェント」 

 
 

リタニー「暗闇のなかで」 

（「教師の友」2024 年 10,11,12 月） 
 

司式者：つらいことが いっぱいありました。 

会 衆：悲しいことで、胸が いっぱいになっています。  

司式者：目の前が真っ暗で 

会 衆：とてもじゃないけど お祝いする気持ちになれません。 

司式者：神さま、わたしたちは いま 

会 衆：そのような暗闇のなかで、座りこんでしまっています。 

司式者：神さま、わたしたちに いま、 

会 衆：光を照らし、あたたかく つつんでください。 

一緒に：あなたの愛が しみわたりますように。 

     あなたのぬくもりを感じられますように。 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 マタイによる福音書 1：18～23 
新約(新共同訳) p1～p2 

18イエス・キリストの誕生の次第は次のよう

であった。母マリアはヨセフと婚約していた

が、二人が一緒になる前に、聖霊によって身ご

もっていることが明らかになった。19夫ヨセ

フは正しい人であったので、マリアのことを

表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろ

うと決心した。20このように考えていると、

主の天使が夢に現れて言った。「ダビデの子ヨ

セフ、恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリ

アの胎の子は聖霊によって宿ったのである。

21マリアは男の子を産む。その子をイエスと

名付けなさい。この子は自分の民を罪から救

うからである。」22このすべてのことが起こ

ったのは、主が預言者を通して言われていた

ことが実現するためであった。 

23「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。 

その名はインマヌエルと呼ばれる。」 

この名は、「神は我々と共におられる」という

意味である。 

 



賛美 248「エッサイの根より」 

 

 
 

説教 「疑念が信仰に、不安が希望に変えられるクリスマス」 
 

聖歌隊 指揮：玉理 照子 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」（前：81-1,2・後：81-3） 
 

   

   
 

賛美 267「ああベツレヘムよ」 
 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

 

後奏  
 

司 式   塩冶 みはる 

説 教    向井 希夫牧師 

奏 楽   大代 惠 

助 餐   光成 由樹 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


